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清
末
小
説
『
説
倭
伝
』
に
全
文
転
載
さ
れ
た
李
鴻
章
編
『
中
日
議
和
紀
略
』
を
め
ぐ
っ
て

に
双
方
の
同
意
が
成
立
し
、
明
治
二
十
八
（

一
八
九
五
）
年
四
月
十
七
日
に
日
清
講
和
条
約
（
下
関
条
約
）

の
締
結
を
見
る
。

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
当
時
外
相
と
し
て
伊
藤
首
相
と
共
に
折
衝
に
当
っ
た
外
相
陸
奥
宗
光
の
回
顧
録
『
寒
寒
録
』
に
当
事
者
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と
し
て
の
貴
重
な
証
言
を
残
す
。

一
方
、
中
国
側
の
首
席
全
権
大
臣
た
る
李
鴻
章
は
、
こ
の
五
次
に

E
る
両
国
の
会
談
を
「
第

一
、Jt
五
次

問
答
節
略
」
と
し
て
、
問
答
体
に
よ
っ
て
逐
語
的
に
記
録
し
て
お
り
、
当
時
の
会
談
の
詳
細
を
リ
ア
ル
に
窺
う
事
が
で
き
る
。

『
中
日
議

和
紀
略
』
と
題
し
て
今
日
国
立
公
文
書
館
に
蔵
す
る
文
書
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
編
者
名
を
明
記
し
な
い
が
、

日
清
講
和
会
談
の

経
緯
か
ら
見
て
、
首
席
全
権
大
臣
た
る
李
鴻
章
の
意
志
に
よ
っ
て
成
っ
た
事
は
疑
い
が
な
い
。
従
っ
て
筆
者
は
、
こ
の
『
中
日
議
和
紀
略
』

を
李
鴻
章
編
と
見
な
す
事
に
す
る
。
こ
の
文
書
は
、
李
鴻
章
の
清
朝
へ
の
報
告
文
書
と
し
て
『
清
光
緒
朝
中
日
交
渉
史
料
』
巻
三
人
に
も

記
載
さ
れ
て
お
り
、

い
わ
ば
李
鴻
章
の
中
日
交
渉
の
公
式
報
告
書
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
間
の
朝
鮮
東
学
党
の
乱
か
ら
日
清
講
和
会
談
に
至
る
経
緯
や
割
譲
さ
れ
る
台
湾
軍
民
の
抵
抗
を
描
い
た
小
説
に
『
説

倭
伝
』
が
あ
る
。
こ
の
小
説
は
、
題
材
が
興
味
深
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
従
来
清
末
文
学
史
上
に
於
て
、
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
僅

か
に
柳
存
仁
氏
が
『
倫
敦
所
見
中
国
小
説
書
目
』
に
紹
介
し
、
ま
た
禁
固
梁
氏
が
『
中
国
通
俗
小
説
総
目
提
要
』
『
中
国
歴
代
小
説
辞
典
』

等
に
提
要
を
述
べ
る
も
の
を
除
い
て
、

『
説
倭
伝
』
に
関
す
る
専
論
の
存
在
を
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

今
を
去
る
百
年
前
、
下
関
春
帆
楼
で
両
国
の
威
信
と
面
子
を
か
け
て
丁
々
発
矢
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
日
清
講
和
会
談
に
つ
い
て
は
、

近
代
日
中
関
係
に
関
心
を
持
つ
者
は
も
と
よ
り
、
そ
の
因
縁
の
地
の
近
隣
に
居
住
す
る
者
に
と
っ
て
、
常
に
関
心
を
惹
か
れ
る
話
題
で
あ
っ

『
中
日
議
和
紀
略
』
の
原
本
が
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
に
蔵
さ
れ
る
事
を
知
っ
た
。

た
の
だ
が
、
筆
者
は
先
年
、
あ
る
偶
然
か
ら
、

そ
し
て
更
に
調
査
を
重
ね
る
と
、

『中
日
議
和
紀
略
』
が
『
説
倭
伝
』
中
に
そ
の
ま
ま
全
文
転
載
さ
れ
て
い
る
事
を
発
見
し
、
大
き
な
驚

き
に
襲
わ
れ
た
。
清
末
中
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
種
の
作
品
の
存
在
も
奇
と
す
る
に
足
り
な
い
か
も
知
れ

：、
1

、

九
し
カ

そ
れ
に
し
て
も
全
五
回
に
及
ぶ
両
者
の
会
談
記
録
を
そ
の
ま
ま
小
説
中
に
転
載
し
、
し
か
も
条
約
文
ま
で
も
そ
の
ま
ま
書
き
写

し
て
し
ま
う
こ
の
小
説
の
あ
り
方
は
、
今
日
か
ら
考
え
て
も
や
は
り
異
様
で
あ
り
且
つ
奇
妙
で
あ
る
。
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清
末
小
説
『
説
倭
伝
』
に
全
文
転
載
さ
れ
た
李
鴻
章
編
『
中
日
議
和
紀
略
』
を
め
ぐ
っ
て

に
お
い
て
、

「
二
年
後
」
と
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
作
者
洪
興
全
の
義
憤
と
沈
痛
の
思
い
を
一
層
顕
著
に
す
る
。
な
お
、
後
に
改

「馬
関

（下
関
）
条
約
締
結
五
年
後
に
、
作
者
は
義
憤
と
沈
痛
の
気
持
で
、
：
・
」
と
述
べ
る
の
は
、
更
に
時
間
を
短
縮
し
て
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名
し
て
発
行
さ
れ
た
『
中
東
大
戦
演
義
』
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
阿
英
編
『
甲
午
中
日
戦
争
文
学
集
』
所
収
翻
刻
本
を
見
た
だ
け
で
あ
る

が
、
察
国
梁
氏
の
提
要
に
も
紹
介
さ
れ
る
回
目
が
原
『
説
倭
伝
』
と
同
一
で
あ
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
両
者
は
同
一
の
改
題
異
版
本
で
あ
ろ

ぅ
。
百
年
前
の

「中
東
」
と
は
中
国
と
日
本
の
意
で
あ
る
。
察
す
る
に
、

『
説
倭
伝
』
は
後
に
『
中
東
大
戦
演
義
』
と
い
う
通
俗
演
義
小

説
風
に
改
題
し
、
新
た
に
署
簸
や
図
像
を
加
え
、
石
印
本
の
廉
価
本
に
改
装
し
て
販
売
促
進
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

作
者
の
洪
輿
全
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

『
説
倭
伝
』
に
は

「輿
全
洪
子
三
撰
輯
」
と
あ
り
、

子
二
は
一
に
子
弐
、
ま
た
子
震
に
つ
く
り
、
姓
の
洪
は
一
に
劉
に
作
る
。
阿
英
編
『
甲
午
中
日
戦
争
文
学
集
』
の
解
説
、
及
び
『
中
国
歴

「洪
輿
全
子
弐
」
の
自
序
を
載
せ
る
。

代
小
説
辞
典
』
四
の
小
説
家
小
伝
に
は

「太
平
天
国
の
干
王
洪
仁
坪
の
子
」
と
あ
る
が
、
拠
る
所
を
知
ら
な
い
。

「
洪
輿
全
」
は
太
平
天

国
の
指
導
者
た
る
洪
秀
全
を
努
繋
さ
せ
る
命
名
で
は
あ
る
が
、
関
連
資
料
か
ら
は
、
洪
輿
全
が
洪
秀
全
の

一
族
た
る
証
拠
を
検
索
し
得
な
い
。

『
説
倭
伝
』
の
梗
概
は
以
下
の
様
で
あ
る
。

さ
て
、

日
本
は
邦
人
保
護
の
名
目
で
、
ま
た
清
は
属
国
た
る
朝

鮮
か
ら
の
要
請
を
理
由
に
し
て
、
自
国
軍
隊
の
出
動
を
画
策
す
る
（
第
一
、

二
回）
。
清
の
李
鴻
章
は
軍
費
等
の
五
つ
の
理
由
を
あ

光
緒
二
十
（

一
八
九
四
）
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
東
学
党
の
乱
を
契
機
に
、

げ
て
、
戦
争
の
回
避
を
西
太
后
に
上
奏
す
る
が
、
怒
っ
た
西
太
后
は
自
ら
の
六
十
霧
宴
の
費
用
の
十
分
の

一
を
割
い
て
開
戦
を
命
じ

る
。
そ
の
結
果
は
、
明
治
維
新
を
経
て
近
代
装
備
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
日
本
に
比
し
、
旧
態
依
然
た
る
軍
備
や
情
報
の
ま
ま
で
戦
争

に
突
入
し
た
清
軍
が
大
敗
を
喫
し
、
清
軍
は
虎
の
子
の
戦
艦
を
失
う
に
至
る
（
第
六
回
）
。
以
後
、
制
海
権
を
手
に
し
た
日
本
は
、

次
々
に
戦
勝
を
重
ね
、
朝
鮮
の
み
な
ら
ず
台
湾
な
ど
に
も
併
呑
の
触
手
を
伸
ば
す
。
こ
れ
に
対
す
る
清
軍
側
は
、
左
宝
貴
等
の
守
将

の
懸
命
の
奮
戦
も
空
し
く
、
相
次
い
で
敗
戦
を
重
ね
る
。
こ
う
し
て
戦
争
の
被
害
が
拡
大
す
る
中
で
、
清
軍
の
実
質
上
の
総
帥
た
る

李
鴻
章
は
、
下
関
に
赴
い
て
日
本
国
首
相
伊
藤
博
文
と
休
戦
の
会
談
を
持
ち
、

つ
い
に
下
関
条
約
の
和
議
を
結
ぶ
に
至
る
（
第
十
九
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』

j
二
十

一
回）
。
や
が
て
、
そ
の
条
約
が
台
湾
の
割
譲
を
含
む
事
を
知
っ
た
台
湾
の
住
民
は
、

一
致
団
結
し
て
劉
永
福
将
軍
を
立
て

て
抗
日
の
行
動
を
起
し
、
勇
敢
に
日
本
軍
に
立
ち
向
か
う
。
最
終
回
に
は
当
面
の
大
局
の
安
定
を
得
た
と
し
て
、
通
商
行
船
条
約
の

全
文
が
転
載
さ
れ
る
。

以
上
、
ご
く
簡
単
に
概
要
を
示
し
た
こ
の
『
説
倭
伝
』
に
は
、
小
説
叙
述
の
手
法
に
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
下
関
条
約
本

文
や
講
和
会
談
記
録
等
の
公
文
書
資
料
を
そ
の
ま
ま
小
説
中
に
転
載
す
る
と
い
う
叙
述
の
仕
方
で
あ
る
。
即
ち
、
小
説
の
終
章
第
三
十
三

固
に
は
中
朝
通
商
行
船
条
約
全
二
十
九
条
の
全
文
が
延
々
十
二
頁
に
百
一っ
て
転
写
さ
れ
て
い
る
し
、
第
十
九
J
二
十
一
回
に
は
、
小
稿
で

考
察
の
対
象
と
す
る
李
鴻
章
と
伊
藤
博
文
の
下
関
講
和
談
判
の
問
答
記
録
が
二
十
頁
に
百
一っ
て
忠
実
に
全
文
転
載
さ
れ
、
更
に
続
い
て
下

『
中
国
歴
代
小
説
辞
典
』
の
提
要
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、

『
説
倭
伝
』
に
載
せ
る

著
者
の
自
序
の

一
節
も
、
次
に
掲
げ
る
様
に
、
実
は
清
・
金
豊
『
説
岳
全
伝
』
の
序
を
巧
み
に
襲
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

関
条
約
の
全
文
も
そ
の
ま
ま
附
載
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

O
従
来
創
説
者
、
不
宜
壷
出
子
虚
、
而
亦
不
必
壷
由
子
寅
。
有
事
事
皆
虚
、
則
過
子
誕
妄
、
而
無
以
服
考
古
之
心
。
事
事
皆
賞
、
則
失

（
清
・
金
豊
『
説
岳
全
侍
』
序
）

子
平
庸
、
而
無
以
動

一
時
之
聴
。

O
従
来
創
説
者
、
事
責
出
乎
賞
、
不
宜
輩
出
於
虚
。
然
賞
之
中
、
虚
亦
不
可
無
者
也
。
有
事
事
皆
賞
、
則
必
出
於
平
庸
、
無
以
動
萩
譜

者
一
時
之
聴
。
有
事
事
皆
虚
、
則
必
過
子
誕
妄
、
無
以
服
稽
古
者
之
心
。

（
清
末
・
洪
興
全
『
説
倭
伝
』
序
）

洪
輿
全
は
、
日
清
甲
午
戦
役
に
取
材
し
た
歴
史
演
義
小
説
『
説
倭
伝
』
を
撰
述
す
る
に
当
り
、
こ
の
自
序
に
於
て
、
歴
史
的
事
実
と
文

学
的
虚
飾
と
を
絢
い
交
ぜ
に
す
る
所
以
に
つ
い
て
釈
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
、
こ
の
説
明
そ
の
も
の
が
前
人
の
理
論
を
巧
み
に
襲

用
（
又
は
剰
痛
）
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
指
摘
し
た
『
説
倭
伝
』
本
文
に
お
け
る
公
文
書
の
全
文
転
載
や
自
序
中
に
お
け
る
前
人
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清
末
小
説
『
説
倭
伝
』
に
全
文
転
載
さ
れ
た
李
鴻
章
編
『
中
日
議
和
紀
略
』
を
め
ぐ
っ
て
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清
末
小
説
『
説
倭
伝
』
に
全
文
転
載
さ
れ
た
李
鴻
章
編
『
中
日
議
和
紀
略
』
を
め
ぐ
っ
て

の
自
序
襲
用
の
事
実
は
、
仮
に
こ
の
小
説
の
即
時
性
や
愛
国
精
神
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
し
て
も
、
今
日
か
ら
す
れ
ば
や
は
り
文
学
作

品
と
し
て
は
幾
分
の
減
点
評
価
を
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

20 

『
中
日
議
和
紀
略
』
は
、
光
緒
二
十

（
一
八
九
五
）
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
下
関
春
帆
楼
で
李
鴻
章
と
伊
藤
博
文
の
間
で
五
回

に
百一っ

て
開
か
れ
た
講
和
会
談
を
問
答
体
形
式
で
逐
語
的
に
記
録
し
た
公
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
第

一
次
か
ら
第
五
次
に
至
る
五
部

の
問
答
節
略
か
ら
成
り
、
現
在
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
に
そ
れ
ぞ
れ
数
冊
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『馬
関
議
和
中
日
談
話
録
』

等
の
名
称
で
排
印
刊
行
さ
れ
る
文
献
も
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
恐
ら
く
原
物
と
思
わ
れ
る
国
立
公
文
書
館
蔵
の
こ
の
冊
子
は
、
清
朝
の
光

緒
帝
に
関
す
る
術
語
を
改
行
し
て
二
字
分
欄
上
に
出
し
、
ま
た
日
本
の
明
治
天
皇
を

「
日
皇
」
と
称
す
る
（
写
真
参
照
）
こ
と
か
ら
、
明

ら
か
に
清
朝
李
鴻
章
側
の
筆
に
成
る
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
正
体
に
つ
い
て
は
、

二
十

一
年
三
月
二
十
七
日
（
即
ち
第
五
次
談
判
が
行
わ
れ
た
コ
一
月
二
十

一
日
の
六
日
後
）
の
日
付
け
を
有
す
る
第
二
九
九
三
号
史
料
に
、

『
清
光
緒
朝
中
日
交
渉
史
料
』
巻
三
十
八
、
光
緒

欽
差
大
臣
李
鴻
章
、
日
（
本
）
と
の
議
約
に
往
来
せ
し
照
会
、
及
び
問
答
節
略
の
呑
文
を
呈
逓
す
。

と
題
し
、
以
下
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

又
、
伊
藤
と
の
五
次
の
会
議
の
問
答
節
略
を
共
に
一
本
に
釘
す
。
内
に
緋
論
緊
要
の
語
多
し
。
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こ
の
史
料
に
は
、

「
問
答
節
略
」

の
原
文
は
「
原
闘
」
と
し
て
附
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
部
分
の
記
録
か
ら
、

が
全
権
大
臣
李
鴻
章
に
よ
っ
て
清
朝
に
提
出
さ
れ
た
講
和
会
談
の
公
式
記
録
文
書
で
あ
っ
た
事
が
明
ら
か
と
な
る
。

紀
略
』
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『中
日
議
和
紀
略
』

い
ま
、

『中
日
議
和

第

一
次
問
答
節
略
（
光
緒
一二

・
二
・
三
四
、
明
治
二
八・

三
・
二
O
）（注

：
日
本
は
明
治
六
年
か
ら
太
陽
暦
に
移
行
し
た
）

O
挨
拶
お
よ
び
全
権
委
任
の
確
認

O
講
和
に
対
す
る
基
本
認
識
の
表
明

。
次
回
会
談
の
約
束

O
そ
の
他
、
電
報
発
信
の
可
否
等

第
二
次
問
答
節
略
（
光
緒
一二

・
二
・
二
五
、
明
治
二
八・

三
・
二
二

O
停
戦
の
条
件
、
講
和
の
条
件
に
つ
い
て
意
見
交
換

O
講
和
条
約
の
素
案
、
及
び
提
示
期
日
に
つ
い
て
の
問
答

第
三
次
問
答
節
略
（
光
緒
一二

・
二
・
二
八
、
明
治
二
八・

三
・
二
四
）

O
停
戦
条
約
の
素
案
を
め
ぐ
っ

て
意
見
交
換

O
講
和
条
約
を
提
示
す
る
条
件
に
つ
い
て
意
見
交
換

O
当
面
す
る
ア
ジ
ア
情
勢
に
つ
い
て
意
見
交
換

清
末
小
説
『
説
倭
伝
』
に
全
文
転
載
さ
れ
た
李
鴻
章
編
『
中
日
議
和
紀
略
』
を
め
ぐ
っ
て
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章
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『
中
日
議
和
紀
略
』
を
め
ぐ
っ

て

第
四
次
問
答
節
略

（光
緒
一二

・
三
・
二
ハ
、
明
治
二
八
・
四
・

一
O
）

22 

O
負
傷
し
た
李
鴻
章
へ
の
見
舞
い

O
講
和
条
約
の
締
結
を
め
ぐ
り
、
賠
償
金
（
の
減
額
）
や
台
湾
割
譲
に
つ
い
て
論
戦

。
返
答
の
期
日
に
つ
い
て
押
し
問
答

第
五
次
問
答
節
略
（
光
緒
一二

・
三

・
二
一
、
明
治
二
八
・
四
・

一
五
）

O
賠
償
金
の
減
額
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
、
台
湾
割
譲
に
つ
い
て
は
日
本
側
が
押
し
切
る

O
講
和
条
約
の
締
結
期
日
に
つ
い
て

こ
の
間
、
第
三
次
会
談
終
了
後
に
は
、
宿
舎
の
引
接
寺
に
引
き
上
げ
る
李
鴻
章
が
暴
漢
小
山
豊
太
郎
に
襲
撃
さ
れ
て
負
傷
す
る
と
い
う

テ
ロ
事
件
が
発
生
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
日
本
側
は
急
連
三
週
間
の
無
条
件
休
戦
を
宣
言
す
る
に
至
る
。
参
考
ま
で
に
、
こ
れ
ら
五
次

に
百
一っ
た
講
和
会
談
の
成
果
と
し
て
、
光
緒
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日
、
明
治
二
十
八
年
四
月
十
七
日
に
締
結
さ
れ
た
日
清
講
和
条
約
の

骨
子
は
以
下
の
様
で
あ
る
。

日
清
両
国
は
朝
鮮
の
独
立
国
た
る
を
確
認
す
る

清
国
は
遼
東
半
島
、
台
湾
及
び
付
属
島
瞬
、
彰
湖
列
島
を
日
本
に
割
譲
す
る

清
国
は
賠
償
金
と
し
て
弐
億
両
を
七
年
以
内
の
割
賦
で
日
本
に
支
払
う

新
た
に
沙
市
、
重
慶
、
蘇
州
、
杭
州
を
開
港
す
る
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以
上
の
『
中
日
議
和
紀
略
』
を
巡
る
成
立
の
経
緯
、
及
び
そ
の
概
要
に
つ
い
て
考
え
て
み
れ
ば
、
該
書
が
日
清
講
和
会
談
に
赴
い
た
全

権
大
臣
李
鴻
章
側
の
公
式
報
告
文
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
土
の
割
譲
や
膨
大
な
賠
償
金
と
い
う
国
家
の
体
面
に
関
わ
る
深
刻
な
問
題
に

つ
い
て
、

日
本
側
の
攻
勢
に
あ
く
ま
で
も
屈
せ
ず
、
李
鴻
章
が
如
何
に
懸
命
に
対
抗
し
た
か
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
る
。
俗
に
「
事
実
は

小
説
よ
り
も
奇
な
り
」
と
い
う
が
、
こ
の
両
国
の
両
雄
の
丁
々
発
矢
の
遣
り
取
り
こ
そ
は
、
確
か
に
通
常
の
小
説
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
面

白
さ
と
迫
真
性
を
今
も
変
ら
ず
保
持
し
て
い
る
。

四

李
鴻
章
と
伊
藤
博
文
は
、
実
は
十
年
前
に
も
中
国
天
津
に
於
て
、
朝
鮮
問
題
に
関
し
て
六
回
の
首
脳
会
談
を
行
っ
て
い
る
。

『
清
光
緒

朝
中
日
交
渉
史
料
』
巻
七
に
記
録
す
る

「李
鴻
章
与
日
使
伊
藤
等
問
答
節
略
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
伊
藤
博
文
側
に
於
て
「
天
津
談
判

筆
一詑
」
第

一
J
第
六
と
題
す
る
史
料
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
会
談
で
は
、
甲
申
事
変
に
際
し
て
出
兵
し
た
朝
鮮
に
お
け
る
日
中
双
方
の
軍

隊
の
撤
兵
問
題
に
つ
い
て
、
両
維
が
率
直
に
意
見
を
交
し
て
い
る
。
そ
れ
は
後
に
天
津
条
約
と
な
っ
て
結
実
す
る
の
だ
が
、
こ
の
会
談
を

十
年
後
の
下
開
会
談
と
比
較
し
て
見
た
場
合
、
注
目
す
べ
き
点
が
幾
つ
か
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
天
津
会
談
は
、
朝
鮮
と
い
う
第
三
国
の
宗
主
権
を
め
ぐ
る
主
導
権
争
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

日
中
両
国
の
国
家
と
し
て

の
面
子
が
関
わ
る
と
は
い
っ
て
も
、

日
中
ど
ち
ら
か
の
領
土
そ
の
も
の
が
戦
火
を
交
え
る
戦
場
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

こ
の
会
談
に
於
て
は
、

日
本
も
中
国
も
自
国
の
領
土
に
つ
い
て
戦
勝
国
と
戦
敗
因
の
立
場
は
基
本
的
に
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
天
津
会
談
に
於
て
、
李
鴻
章
と
伊
藤
博
文
と
い
う
中
日
双
方
の
行
政
の
最
高
責
任
者
が
初
め
て
公
式
に
会
談
を
持
っ
た
事

で
あ
る
。
時
に
李
鴻
意
六
十
三
歳
、
伊
藤
博
文
四
十
五
歳
、
正
に
老
大
国
中
固
と
新
生
日
本
を
象
徴
す
る
両
雄
の
年
齢
で
あ
る
が
、
こ
の

会
談
に
於
て
お
互
い
が
相
手
を
認
識
し
あ
っ
た
事
は
、
間
違
い
な
く
十
年
後
の
下
関
会
談
に
も
有
効
に
作
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
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